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第２四半期連結業績

営業利益率 ５.５％ ５.２％

経常利益率 ５.９％ ５.８％

ＲＯＥ ４.９％ ４.３％

ＥＰＳ ４０.２７円 ３７.８４円

自己資本比率 ４０.０％ ３８.９％

2011／2Q 2012／2Q 前年同期比増減（伸び率）

売上高 ２,３７０ ２,４９０ ＋１２０（１０５％）

営業利益 １３０ １３１ ＋ １（１０１％）

(持分法投資損益) ８ ９ ＋ １（１２１％）

経常利益 １３９ １４４ ＋ ４（１０３％）

(特別損益) ６ ▲ １８ －

当期純利益 ７７ ７４ ▲ ３（ ９６％）

（単位：億円）

自己資本 １,５９２ １,７４４ ＋１５２（１１０％）

総資産 ３,９８３ ４,４８４ ＋５０１（１１３％）
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2011/2Q 2012/2Q 前年同期比 主な売上高・利益増減要因

産業ガス
売上高 ９１８ ８８０ ９６％

【エレクトロニクス関連セグメントを統合】

鉄鋼オンサイトが震災影響解消で前年を上回るガス供給なるも、

期後半から全業種に生産調整が広がり、ガスの供給水準は前年並。

電気料金値上げの影響強く、大幅コストアップ。
経常利益 ７５ ６３ ８４％

ケミカル
売上高 ３８３ ４６１ １２０％ 震災影響から回復し、コールケミカルの生産販売増加。

ファインケミカルは電子材料向けの販売減少。

シーケム販売堅調で持分益増加。経常利益 １２ １２ １０５％

医療
売上高 ３３１ ３６６ １１１％ 堅調な需要が続く医療機器、高度化ニーズ旺盛な病院設備工事

により事業成長を牽引。経常利益 １８ ２３ １３０％

エネルギー
売上高 １９７ １９９ １０１％ ＬＰガスの単位消費量減少を新規直販顧客増加と、燃料転換による

工業用増販により前年を上回る数量確保。経常利益 ６ ８ １２６％

農業・食品
売上高 ７３ １０７ １４７％ 【新設セグメント】

既存食品事業の生ハム、冷凍ブロッコリー等の販売が増加。青果物

の流通・加工業トミイチをグループ化し、新規に農業関連立ち上げ。経常利益 ２ ５ ２０４％

その他
売上高 ４６９ ４７７ １０２％ 【食品事業を切り出し】

塩事業、物流事業、エアゾール事業など生活系ビジネスが好調。経常利益 ２５ ３０ １１９％

（調整額） 経常利益 １ ２ ― －

合 計
売上高 ２，３７０ ２，４９０ １０５％

－
経常利益 １３９ １４４ １０３％

第２四半期 事業セグメント別売上高・経常利益

（単位：億円）

当第２四半期決算より、組織変更にともない新セグメント区分への組み替えを行いました。

前年度業績につきましても同様に組み替えのもと、比較を行っております。
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セグメント業績内訳

11/2Q 12/2Q 前年同期比

産業ガス ６２２ ６１７ ９９％

機器工事 １６８ １４９ ８９％

情報電子材料 １２８ １１４ ８９％

計 ９１８ ８８０ ９６％

＜産業ガスセグメント＞

11/2Q 12/2Q 前年同期比

コールケミカル ３４７ ４２４ １２５％

ファインケミカル ３６ ３７ ９３％

計 ３８３ ４６１ １２０％

＜ケミカルセグメント＞

シーケム（持分益） ６ ８ １２７％

11/2Q 12/2Q 前年同期比

医療用ガス ４８ ４６ ９７％

医療機器 ７７ ８１ １０６％

医療サービス １０６ １１１ １０６％

病院設備工事他 １０１ １２６ １２５％

計 ３３１ ３６６ １１０％

＜医療セグメント＞

11/2Q 12/2Q 前年同期比

ＬＰガス １８３ １８４ １００.４％

天然ガス関連他 １４ １６ １１１％

計 １９７ １９９ １０１％

＜エネルギーセグメント＞

11/2Q 12/2Q 前年同期比

計 ７３ １０７ １４７％

＜農業・食品関連セグメント＞

11/2Q 12/2Q 前年同期比

日本海水 ８１ ８５ １０５％

タテホ化学 ３６ ３６ ９９％

海 水 １１７ １２０ １０３％

物 流 １５５ １６６ １０７％

その他 １９７ １９１ ９７％

計 ４６９ ４７７ １０２％

＜その他セグメント＞

（単位：億円）（単位：億円）

（単位：億円）

（単位：億円）

（単位：億円）

（単位：億円）
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連結貸借対照表

3,932174,381170,448自己資本

13,226261,073247,847負債

89,564

171,509

267,609

180,801

448,410

2012年度上期

総資産

▲3,45093,014固定負債

16,676154,833流動負債

11,164256,445固定資産

6,699174,102流動資産

17,863430,547

増減2011年度末

（単位：百万円）
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キャッシュ・フロー／設備投資・減価償却費

10,1605,371▲ 4,788財務キャッシュ・フロー（③）

▲13,744▲24,066▲10,321投資キャッシュ・フロー（②）

1,78817,41215,624営業キャッシュ・フロー（①）

20,378

▲ 1,281

2012年度上期

1,71918,658現金及び預金等の四半期末残高

▲ 1,796514キャッシュ・フロー合計（①＋②＋③）

増減2011年度上期

▲11,956 ▲ 6,6535,303フリーキャッシュ・フロー

（単位：百万円）

10,564

11,199

2012年度上期

設備投資

44010,124減価償却費

3,8857,314

増減2011年度上期

（単位：百万円）

＜キャッシュ・フロー＞

＜設備投資・減価償却費＞
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通期業績予想の修正について

通期業績予想については、売上高を5,200億円から5,400億円に修正し、

その他、営業利益、経常利益、当期純利益につきましては、期初予想の通りといたします。

2011年度実績 2012年度予想 前年比増減（伸び率）

売上高 ４,９２７ ５,４００ ＋４７３（１１０％）

営業利益 ３１７ ３３５ ＋ １８（１０６％）

経常利益 ３３６ ３５０ ＋ １４（１０４％）

当期純利益 １７２ １８０ ＋ ８（１０５％）

（単位：億円）

営業利益率 ６.４％ ６.２％

経常利益率 ６.８％ ６.５％

ＲＯＥ １０.５％ １０.２％

ＥＰＳ ８９.３５円 ９２.１９円

自己資本比率 ３９.６％ ４０.０％

自己資本 １，７０４ １，８１６ ＋１１１（１０７％）

総資産 ４，３０５ ４，５４３ ＋２３８（１０６％）
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（単位：億円）

事業セグメント別売上高（通期予想）

当第２四半期決算より、組織変更にともない新セグメント区分への組み替えを行いました。

前年度業績につきましても同様に組み替えのもと、比較を行っております。

経常利益 ―＋ ３３０.３（調整額）

２０１１年度

実 績

２０１２年度

予 想

前年比

増 減 伸び率

産業ガス関連
売上高 １,８０２ １,７９０ ▲ １２ ９９％

経常利益 １６４ １４３ ▲ ２１ ８７％

ケミカル関連
売上高 ７７８ ９２０ ＋１４２ １１８％

経常利益 ３０ ２８ ▲ ２ ９４％

医療関連
売上高 ７４５ ８００ ＋ ５５ １０７％

経常利益 ５３ ６４ ＋ １１ １２０％

エネルギー関連
売上高 ５１３ ５３０ ＋ １７ １０３％

経常利益 ２５ ３２ ＋ ７ １２６％

農業・食品関連
売上高 １５２ ４３０ ＋２７８ ２８３％

経常利益 ６ １５ ＋ ９ ２６８％

その他
（海水、物流ほか）

売上高 ９３８ ９３０ ▲ ８ ９９％

経常利益 ５７ ６５ ＋ ８ １１４％

合計
売上高 ４,９２７ ５,４００ ＋４７３ １１０％

経常利益 ３３６ ３５０ ＋ １４ １０４％
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年間配当（通期予想）

２２．００２２．００２２．００年間配当金

１１．００１１．００１１．００期末配当金

１１．００１１．００１１．００中間配当金

９２．１９８９．３５６１．２４１株当たり連結純利益

２０１２年度
（予想）

２０１１年度
（実績）

２０１０年度

１株あたり連結純利益および配当金

（単位：円）

配当性向目標 ： 連結純利益の３０％


